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	スライド 0: 配偶者居住権の入力方法
	スライド 1:  ● 配偶者居住権の入力は画像のように、「自宅：居住権」と「自宅：所有権」を入力します。 　 上記の物件番号1、物件番号2のように入力することで、居住権と所有権のそれぞれの評価額を算出できます。   ★ 自宅は未入力で、配偶者居住権を新規入力する方法は　P2　へ進みます。  　自宅は入力済で、土地の用途を自宅から配偶者居住権に変更する方法は　P5　へ進みます。 
	スライド 2: ＜配偶者居住権　新規入力編＞ ● 通常の土地の入力方法と異なる部分のみを説明します。 　 土地の入力方法が不明な場合は、別紙の『顧客情報の入力方法』を参照してください。  ① 不動産フォームを立ち上げます。  ② 土地の用途から『自宅：居住権』を選択します。  ③『居住権設定をクリックして入力してください』とメッセージが表示されますので、【OK】をクリックします。  ④【居住権設定】をクリックします。   
	スライド 3:  ⑤ ⑤の赤枠内に情報を入力します。  ⑥【入力】をクリックします。  ⑦ 土地の用途以外は、通常通り土地と建物の情報を入力します。  ⑧ 入力が完了したら【シートへ入力】をクリックします。   ・次に自宅の所有権を入力します。　
	スライド 4:  ⑨ 居住権の物件番号を⑨に入力し【検索】をクリックすると、居住権の情報がフォームに表示されます。  ⑩ 検索物件番号（⑩の赤枠内）の数字を消去します。  ⑪ 物件番号欄に自宅：居住権の次の物件番号を入力します。  ⑫ 土地の用途を『自宅：所有権』に変更します。  ⑬【筆入力・修正】ボタンから入力している場合は、 【筆入力・修正】をクリックして筆明細の土地の用途を『自宅：所有権』に変更します。  ⑭ 編集後【シートへ入力】をクリックします。
	スライド 5: ＜配偶者居住権　自宅→居住権に変更編＞ ● 既に土地の用途を『自宅』にして入力済みの場合、自宅の情報を検索して土地の用途のみを『自宅：居住権』に変更します。  ① 不動産フォームを立ち上げます。 ② 自宅の物件番号を入力し【検索】をクリックすると、自宅の情報がフォームに表示されます。 ③ 土地の用途を『自宅：居住権』に変更し、【居住権設定】をクリックし、配偶者居住権の条件設定をします。 ④【筆入力・修正】ボタンから入力している場合は、【筆入力・修正】をクリックして、筆明細の土地の用途を『自
	スライド 6:  ★ 居住権の物件番号の後ろに不動産情報を入力されている場合は、P7へ　　　　 　 居住権の物件番号の後ろに不動産情報を入力されていない場合は、⑥へ  ⑥ 居住権の物件番号を入力し【検索】をクリックすると、居住権の情報がフォームに表示されます。  ⑦ 検索物件番号（⑦の赤枠内）の数字を消去します。  ⑧ 物件番号欄に居住権の次の物件番号を入力します。  ⑨ 土地の用途を『自宅：所有権』に変更します。 　 ⑩ 筆明細を入力している場合は、【筆入力・修正】をクリックして、筆明細の土地の用途を『
	スライド 7:  ● 居住権の物件番号の後ろに不動産情報を入力されている場合  ⑥ 居住権の物件番号を入力し【検索】をクリックすると、居住権の情報がフォームに表示されます。  ⑦ 検索物件番号（⑦の赤枠内）の数字を消去します。  ⑧ 挿入行に居住権の次の物件番号を入力します。  ⑨ 土地の用途を『自宅：所有権』に変更します。 　  ⑩ 筆明細を入力している場合は、【筆入力・修正】をクリックして、筆明細の土地の用途を『自宅：所有権』に変更します。  ⑪ 編集後【シートへ入力】をクリックします。
	スライド 8: (1)  居住権の設定に不備がある場合は、赤字でメッセージが表示されます。  (2)【居住権評価】をクリックし、※1のように入力漏れがないか確認してください。 　    入力漏れがある場合は、正しく入力することで(1)のメッセージは解消します。  (3)【居住権算出用指数】【設定】ボタンから、配偶者居住権に関わる詳細な設定ができます。 　     ※ 小規模宅地の特例の適用方法は今までと同様の仕様でお使いいただけます。

